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「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
考
え
る
鹿
追
集

会
」
中
原
准
一
氏
が
講
演�

農
業
振
興
課 

農
政
係

　

７
月
21
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を

考
え
る
鹿
追
集
会
」（
町
、
鹿
追

町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会
、
Ｊ
Ａ

鹿
追
町
主
催
）
が
、
町
民
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
農
業
者
な
ど

３
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

酪
農
学
園
大
学
特
任
教
授
の
中

原
准
一
氏
を
講
師
に
招
き
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
ア
メ
リ
カ
の
新
自
由
主
義
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
関
税
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
も
の
が
す

べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
十
勝
の

輪
作
体
系
が
崩
壊
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
同
様
に
美
し
い
十
勝
の
風
景
も

失
わ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
具
体
例

を
挙
げ
講
演
。「
ア
メ
リ
カ
が
土

足
で
入
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
阻
止
し
戦
っ

て
い
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
質
疑
で
は
、
推
進
派
は
商
品

が
安
く
な
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
が
と
の
質
問
に
、
カ
ナ
ダ
の
小

麦
や
メ
キ
シ
コ
の
と
う
も
ろ
こ
し

の
例
を
挙
げ
「
外
資
の
製
粉
業
者

や
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
が
独
占
し
、
一

時
は
安
く
な
る
が
結
局
高
く
な
っ

て
い
る
。
地
元
資
本
で
な
い
と
価

格
は
安
定
し
な
い
」
と
回
答
し
ま

し
た
。
講
演
後
、
町
農
民
団
体
連

絡
協
議
会
上
嶋
誠
一
会
長
が
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
に
支
援
と
協
力

を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

鹿
追
交
通
少
年
団
町
内
事
業
所

で
交
通
安
全
の
呼
び
か
け�

町
民
課 

住
民
生
活
係

　

７
月
25
日
、
鹿
追
交
通
少
年
団

（
柳
町
京
那
団
長
・
団
員
16
人
）
が
、

町
内
の
事
業
所
23
カ
所
を
訪
問

し
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

団
員
が
鹿
追
町
役
場
を
訪
れ
た

際
に
は
、
職
員
へ
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
く
だ
さ
い
。
飲
酒
運
転

絶
対
ダ
メ
」
な
ど
５
つ
の
お
願
い

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同

団
は
交
通
遺
児
へ
の
募
金
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
活
動
に

対
し
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交

通
安
全
推
進
委
員
会
よ
り
感
謝
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

「
無
料
調
停
相
談
会
」
開
催
の
お

知
ら
せ�

企
画
財
政
課 
広
報
広
聴
係

　

金
銭
や
交
通
事
故
・
相
続
な
ど

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
日
程
で
「
無
料
調
停
相
談

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大

集
会
室
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
丁

目
１
番
地
）

■
主
催　

公
益
財
団
法
人
日
本
調

停
協
会
連
合
会

■
相
談
内
容　

金
銭
・
交
通
事
故
・

土
地
建
物
・
夫
婦
関
係
・
親
子
問

題
・
相
続
な
ど
（
裁
判
所
で
係
争

中
の
事
件
相
談
は
除
く
）

■
申
込
み　

事
前
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
当
日
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
相
談
担
当
者　

民
事
・
家
事
各

調
停
委
員
・
弁
護
士

■
問
合
せ　

釧
路
家
庭
裁
判
所
帯

広
支
部　

帯
広
調
停
協
会

☎
０
１
５
５
（
23
）
５
１
４
１

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　 

掲
示
板

どうぞ よろしく
就 任・着 任

８月に新しく就任された方を
ご紹介します。

第５戦車大隊長 兼 鹿追駐屯地司令

中 村  智 志 さん（44歳）

出身地　福岡県久留米市
略　歴　平成３年防衛大学校卒業
後、幹部候補生学校を経て恵庭市
にある第１戦車群で戦車小隊長、
偵察小隊長。平成10年富士学校機甲科部で訓練教官。
平成13年千歳市の第71戦車連隊で戦車中隊長、東京
市ヶ谷の防衛省陸幕勤務を経て平成19年東千歳で第
７偵察隊長、再び防衛省統幕勤務、熊本の西部方面総
監部を経て平成24年８月より現職。
抱　負　北海道勤務は３年半ぶり、４度目の勤務とな
ります。生まれたのも北海道であり、第２の故郷へ帰っ
てきた感覚です。鹿追の食べ物、水、人、土地にほれ
新任地での生活を楽しんでいきたいと思います。
趣　味　釣り、料理
家　族　妻、長女（中３）、次女（中１）、長男（小３）

アイスクリームづくり
「食べたいけど詰め終わ

るまでがまんガマン」

鹿追小児童とお別れの握
手「また会おうね」

鹿追小児童と一緒にパー
クゴルフ

「飛んでけ〜！」

そば打ち体験
「水回しは・・・」

搾乳体験の前に自分の指
で搾乳練習

「優しく握ってみよう」

さよなら朝食会にて
「町長さんおんぶして」

ミニフォトギャラリー
　

福
島
県
飯
舘
村
で
は
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
青
空
の
も
と
で
思
い

き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

町
が
推
進
す
る
子
ど
も
宿
泊
体
験
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
、
８
月
６
日
か
ら
10
日

ま
で
の
５
日
間
、
飯
舘
村
の
子
ど
も
た
ち

を
招
き
、
宿
泊
体
験
を
し
ま
し
た
。
滞
在

中
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○�

飯
舘
村
に
つ
い
て

　
飯
舘
村
は
福
島
県
北
東
部
に
位
置
す
る
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
６
２
１
１
人

(

Ｈ
22
国
勢
調
査)

の
美
し
い
村
で
す
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

は
震
度
６
弱
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
地
震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
は
他
地
域
と

比
べ
極
め
て
軽
微
で
し
た
が
、
福
島
第
一
原

発
事
故
の
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
役
場
機
能
を
福
島
市
に
移
転
し
、

村
民
は
福
島
県
内
の
市
町
村
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
で
今
も
避
難
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

○�

視
察
や
体
験
を
通
じ
た
学
習
と
交
流

　
震
災
前
に
福
島
県
飯
舘
村
の
小
学
校
に
通

学
し
て
い
た
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
14
人

が
、
避
難
先
か
ら
鹿
追
町
へ
来
町
。
滞
在
中

は
搾
乳
体
験
や
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
（
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）
を
見
学
し
、
農
業
を

学
習
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
や
そ
ば
打

ち
も
体
験
し
、
自
分
で
作
っ
た
味
を
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
、
然
別
湖
畔
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
で
鹿
追
の
自
然
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。

　
滞
在
４
日
目
に
は
、
鹿
追
小
学
校
５
年
生

と
の
交
流
会
を
実
施
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
食

事
会
を
通
じ
子
ど
も
同
士
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

○�

滞
在
中
は
民
泊
も

　

子
ど
も
た
ち
は
滞
在
期
間
の
う
ち
２
日

間
、
２
～
４
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
農
家
な
ど

町
内
の
５
家
庭
で
宿
泊
（
民
泊
）
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
受
入
家
庭
で
、
野
菜
の
収
穫

や
料
理
の
手
伝
い
な
ど
を
通
じ
て
、
北
海
道

で
の
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
受
入
家
庭
と
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。

○�

笑
顔
で
お
別
れ

　

10
日
朝
、
町
民
ホ
ー

ル
で
「
さ
よ
な
ら
朝
食

会
」
を
開
催
。
参
加
さ

れ
た
方
々
は
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
く
歓
談
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

『
ま
た
鹿
追
に
来
た
い
』『
鹿
追
に
来
て
良

か
っ
た
』
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
ま
た
会
え
る
日
を
楽

し
み
に
、大
き
く
手
を
振
っ
て
見
送
り
ま
し
た
。

※ 

同
交
流
事
業
は
名
誉
町
民
・
福
原
治
平
氏
か

ら
の
寄
付
を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
飯い

い
た
て舘

村
の
子
ど
も
た
ち
が
来
町

町
内
民
泊
や
鹿
追
小
訪
問
な
ど
で
交
流
を
深
め
る

農芸公園を元気に走る

飯舘村の位置（同村ホームページより抜粋）


